
福島の進路　2022.1232

　「はじめる」から「かなえる」へ。福島県では、震災から10年を機に「ふくしまから 
はじめよう」からのバトンを渡す、スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
を策定しました。復興に向けて歩んできた「これまで」と、新しい未来に繋げていく

「これから」と、県民のみなさんひとりひとりの「今」を重ねたメッセージです。

福島県の取り組み・施策シリーズ

　「今だけ」「ここだけ」「自分だけ」から「未
来・長期」「地域・世界」「みんなに優しい社会」
への配慮を意識して消費する、“エシカル消費”
でふくしまの未来を変える！「エシカルふくし
ま」はじめてみませんか？

エシカル消費って何だろう？

　“エシカル（ethical）”＝“倫理的”消費で、人
や社会、環境を考えて商品やサービスを選択する
消費行動です。
　食べることや使うこと、買い物など私たちの毎
日の生活は消費と切り離せません。
　マイバッグを持参すること、おいしく食べきる
こと、必要な量だけ購入することなども「エシカ
ル消費」です。そのほかにも、地元産品を購入す
る「地産地消」には、「遠くへ食料を運ぶことに
よる環境への負荷（例えば、輸送にかかる二酸化
炭素の排出など）の影響を減らす」といった効果
があります。
　また、生産者の取り組みがさまざまな認証ラベ
ルなどで商品に表示されています。「エコマーク」
をはじめ、持続可能な漁業で取られた天然の水産

あなたの消費がふくしまの未来を変える！
エシカルふくしまはじめよう！！

福島県　消費生活課

物を意味する MSC「海のエコラベル」などがあ
ります。こういった商品を買って応援することも

「エシカル消費」です。

　福島県では、人・社会・地域・環境に配慮して商品やサービスを選択する、「エシカル消費」を
推進しています。持続可能な社会の実現のために欠かせない重要な取り組みの一つです。
　実は、知らないうちに、すでに実践している「エシカル消費」がたくさんあります。
　「エシカル消費」についての県の取り組みを紹介します。

ホームページで詳しい情報を公開しています。 エシカル　ふくしま 検索
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福島県の取り組み・施策シリーズ

県の取り組み

スーパーと連携した啓発コーナーの設置
や週末イベントの開催

　令和４年度は２店舗で実施し、漫画風の大型パ
ネルや関連商品の展示のほか、週末にはエシカル
商品に関するミッションに従って「エシカル消
費」を体験できる『エシカルお買い物チャレン
ジ』を開催しました。

学生と連携した啓発の取り組み

　上記スーパーでの漫画風の大型パネルや「エシ
カル消費」の CM 制作、週末イベントやビッグ
パレットふくしまで10月に開催された『REIF ふ
くしま2022×ふくしまゼロカーボン DAY！
2022』でのスタッフ協力、10月の「食品ロス削減
月間」に合わせて県内のスーパーなどに掲示いた
だいた啓発ポスター制作において県内の学生と連
携して取り組みました。

【連携例１】
　スーパーの週末イベントや『REIF ふくしま
2022×ふくしまゼロカーボン DAY！2022』では、
福島学院大学、福島大学、会津大学短期大学部の
学生にスタッフとして啓発にご協力いただきまし
た。

【連携例２】
　福島学院大学短期大学部情報ビジネス学科の学
生と協働して４話構成の漫画風の大型パネルを企
画、制作しました。

【連携例３】
　福島大学行政政策学類の学生と協働して、食品
ロス削減月間に合わせて啓発ポスターを企画、制
作しました。
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福島県の取り組み・施策シリーズ

福島県環境アプリとの連携

　12月～２月に福島県環境アプリを活用し、エシ
カルアクションを実践してエシカル商品（プレゼ
ント例：東北杉の和柄コースター、フローズンフ
ルーツ、障がいのある方が製作した革小物、会津
木綿のポーチなど）に応募できるキャンペーンを
実施します。
　まずは、福島県環境アプリをスマートフォンに
ダウンロードしましょう！

福島県環境アプリ 検索

　アプリではお住まいの地域のごみ収集カレン
ダーが表示されるほか、「ごみ分別辞典」で分別
方法を調べることもできます。
　また、毎日のエコ活動でポイントを貯めると、エ
シカルキャンペーン期間だけでなく、年間を通じて、
県産品やエコグッズなどの抽選にも応募できます。
　キャンペーンの詳細は、アプリにてお知らせい
たします。

事業者へ向けた出前講座の実施

　今年度、県がスーパーなど食品小売業を対象と
した「エシカル消費」の意識調査においては、回
答いただいた方の４分の３が「エシカル消費」を
推進するための課題として、「企業内や従業員の
意識向上が必要」との結果が出ています。
　県では、一般の県民だけではなく、事業者向け
にも「エシカル消費」の出前講座を実施していま

す。
　持続可能な社会の形成のためにできることを
もっともっと知っていただくためにも、ぜひ積極
的にご活用ください。

関連する認証ラベル（一例）

　私たちが、人や社会、地域、環境にやさしい
「エシカルな商品」を選ぼうとするとき、選んだ
モノが本当にそうした商品なのか、判断するのが
難しい場合があります。
　そうした際、参考になるのが、商品に付けられ
た「認証ラベル」です。
　認証ラベルとは、第三者機関が基準（安全性や
品質など）を設け、その基準に適合しているかを
審査の上、認められた商品に付けられるラベルの
ことをいいます。
　私たちが「エシカル消費」をする上で、重要な
手がかりになりますので、買い物のときに探して
みましょう！ 

みんなでエシカル 検索

［問い合わせ先］
　福島県消費生活課
　電話：0242（521）7736


